
3455 藤本　未和

施肥　　有機質･土壌改良剤・化学肥料など（購入の場合はメーカー名記入） ２/２

＜土づくりの使用資材・肥料について＞ 使用量はkg/10a

化成 化成 化成

N% P% K% 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg *化学肥料　

めぐみ100 鶏糞
宮崎環境保全
農業協同組合

0 元肥 100 8～9月 1 0.0 100 8/3～9/10 1 0.0
窒素分で比較して　　当地比 5 割減

新阿蘇有機２５８ 複合肥料 JA阿蘇 12 15 8 元肥 60kg ８～9月 1 7.2 60kg 8/3～9/10 1 7.2
窒素使用量
（kg/10ａ）

ひかり 汚泥発酵肥料 HOKO(株) 2 0 2.5 0.4 堆肥 2000kg ８～9月 1 2000kg 8/3～9/10 1 15

7.2

*節減対象農薬

　　　　　　　　　　　　　当地比 5 割減

節減対
象農薬

地域の慣行防除

土壌消
毒剤

除草剤 2

殺虫剤 3

殺菌剤 1

その他
薬剤

合計 6 14

病虫害の防除　　　使用した天然防除資材・自作資材・農薬（成長調整剤、展着剤等を含む） 使用量/10a

希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 商品 成分

殺虫 フォース粒剤 4kg 8～9月 1 1 4kg 8/14～9/13 1 1 1 1

除草 カイタック乳剤 100L 400ｍｌ 8～9月 1 2 100L 400ｍｌ 8/14～9/13 1 2 1 1,2

殺虫 ネマトリンエース粒剤 20kg 8～9月 1 1 20kg 8/14～9/13 1 1 1 1

殺虫 フェニックス顆粒水和剤 3000 100L 9月 1 1 3000 100L 9/1～30 1 1 2 2

殺菌 ストロビーフロアブル 2000 100L 9月 1 1 2000 100L 9/1～30 1 1 3 3

備考：

商品名 原料 ﾒｰｶｰ（購入先)
全
Ｎ%

全
Ｐ%

慣行使用量

ニンジン 愛紅

【慣行農法との比較】
全
Ｋ%

有機率(％) 使用目的
計画 実績

化学肥料

実績使用量

実績使用回数

分類 商品名 原料/成分名 ﾒｰｶｰ（購入先) 使用目的
計画 実績 使用回数上限

テフルトリン ネキリムシ類

ペディメタリン、リニュロン 除草（播種直後）

ホスチアゼート 線虫（播種時）

フルペンジアミド ヨトウムシ

クレソキシムメチル 黒葉枯病

※ストロビーフロアブルは、5月以降収穫の圃場で、必要があれば散布します。
　 その際、圃場ごとに使用時期（収穫7日前まで）を守って散布していきます。
5割減・5割減で表示します。
今作は概ね平均的ですが、9〜10月の高温で生育が早まっています。
2月中に掘り上げが必要との事。

堆肥として使用する為
畑1枚に対して１０００ｋ
ｇ～２０００ｋｇ

計画（作業、施肥、防除など） 実績（防除）

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月 播種

９月 播種

１０月

１１月 11月25～収穫予定

１２月

実績（作業） 実績（施肥）

8/14,15,21,27

9/3,13

令和7年8月14日

令和7年9月13日

令和7年11月25日

令和8年2月下旬

播種開始：

終了：

定植開始：

終了：

収穫開始：

終了：
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